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１ はじめに 

大気汚染防止法に定められる有害大気汚染物質は、

低濃度ではあるが長期曝露によって人の健康を損な

うおそれのある大気中の物質群として定義される。

平成８年10月に「有害大気汚染物質に該当する可能

性がある物質」として234物質、その中でも健康リ

スクがある程度高いと考えられる物質として 22 物

質は「優先取組物質」として中央環境審議会答申（第

二次答申）においてリスト化された。このリストは、

平成22年 10月には有害大気汚染物質248物質、う

ち優先取組物質23物質に改められている（中央環境

審議会答申（第九次答申））。 

地方公共団体では平成 10 年度から大気汚染防止

法に基づき、優先取組物質のモニタリングが実施さ

れている。当所では、優先取組物質23物質のうちダ

イオキシン類を除き、また「六価クロム化合物」お

よび「クロム及び三価クロム化合物」の2項目はあ

わせてクロム化合物として 21 物質の調査を行って

おり、本報告では平成26年度の調査結果を報告する。 

２ 方法 

 ２．１ 対象物質 

１）環境基準が設定されている物質（4 物質） 
ベンゼン（環境基準：3 μg m-3）, トリクロ

ロエチレン（200 μg m-3）, テトラクロロエ

チレン（200 μg m-3）, ジクロロメタン（150 
μg m-3） 

２）指針値*1が設定されている物質（９物質） 
アクリロニトリル（指針値：2 μg m-3）, 塩
化ビニルモノマー（10 μg m-3）, クロロホル

ム（18 μg m-3）, 1,2-ジクロロエタン（1.6 μg 
m-3）, 水銀及びその化合物（40 ng m-3）, ニ
ッケル化合物（25 ng m-3）, ヒ素及びその化

合物（6 ng m-3）, 1,3-ブタジエン（2.5 μg m-3）, 
マンガン及びその化合物（140 ng m-3） 

３）その他の優先取組物質（8 物質） 
アセトアルデヒド, 塩化メチル, クロム及び

その化合物, 酸化エチレン, トルエン, ベリ

リウム及びその化合物, ベンゾ[a]ピレン, ホ

ルムアルデヒド

*1 環境中の有害大気汚染物質による健康リス

クの低減を図るための指針となる数値

 ２．２ サンプリング及び測定 

調査・分析に供する大気試料は、表１に示す大

気常時監視測定局の設置場所において、有害大気

汚染物質測定方法マニュアル（環境省）」（以下、

マニュアル）に従い、原則毎月１回、大気を24時

間捕集した。表２に捕集方法と測定方法の概略を

示す。詳細については、マニュアルを参照いただ

きたい。 

一般環境の調査地点では21物質すべて、沿道で

は金属類と酸化エチレンを除く項目について調査

を行った。 

区分 調査地点

一般 
環境 

鳥取保健所（鳥取市江津730） 

倉吉保健所（倉吉市東巌城町2） 

米子保健所（米子市東福原1-1-45） 

沿道 
栄町交差点（鳥取市栄町502） 

米子市役所前（米子市加茂町1-1） 

*2 High -Volume Air Sampler

物 質 測定方法

揮発性有機化合物

VOCs 
容器（キャニスター）採取

－ＧＣ／ＭＳ

金属類
ＨＶ*2 捕集－ＩＣＰ／Ｍ

Ｓ

アルデヒド類 固相捕集－ＨＰＬＣ

ベンゾ[ａ]ピレン ＨＶ*2 捕集－ＨＰＬＣ 

水銀

及びその化合物

金アマルガム捕集－加熱

気化原子吸光分析

酸化エチレン
固相捕集－ＧＣ／ＭＳ分

析

表 1 サンプリング地点 

表２ 捕集方法および測定方法概略 
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３ 調査結果の概要 

３．１ 環境基準項目 

平成17年度から平成26年度までの大気中濃度

の経年変化を図１に示す。４物質とも、平成 26

年度の鳥取県内の濃度は環境基準を大幅に下回っ

ている。平成26年度全国平均値が未発表であるた

め（平成27年６月現在）、平成25年度全国平均値

と比較すると、トリクロロエチレンについては県

内全ての地点で下回り、ベンゼンは全地点でやや

低いレベル、テトラクロロエチレンは米子保健所

が全国平均と同レベル、その他の地点は下回って

いる。ジクロロメタンは米子保健所、米子市役所

の２地点は平均を上回っており、その他の地点は

全国平均より低い値であった。 

３．２ 指針値が設定されている項目 

指針値が定められている９物質についても、こ

れまで指針値を上回る濃度で検出されたことはな

く、平成26年度の調査でも、指針値を大きく下回

っていた（図２）。 

なお、その他の国内基準等が定められていない

８物質については、全国平均のレベルと比べて概

ね同等もしくは低い値で推移していた。 

４ その他

全21項目の平成17年度から平成26年度までの

測定値を参考として掲載する。 

41



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 大気中濃度の経年変化（環境基準が設定されている物質） 

(a)ベンゼン：環境基準 3 μg m-3, (b)トリクロロエチレン：200 μg m-3, 
(c)テトラクロロエチレン：200 μg m-3,(d)ジクロロメタン：150 μg m-3 
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図２ 大気中濃度の経年変化（指針値が設定されている物質：金属類除く） 

(a)アクリロニトリル：指針値 2 μg m-3, (b)塩化ビニルモノマー：10 μg m-3, 
(c)クロロホルム：18 μg m-3, (d)1,2-ジクロロエタン：1.6 μg m-3 

(e)1,3-ブタジエン：2.5 μg m-3 
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図３ 大気中濃度の経年変化（指針値が設定されている物質：金属類） 

(a)水銀: 指針値 40 ng m-3, (b)ニッケル：25 ng m-3,(c)ヒ素：6 ng m-3,(d)マンガン：140 ng m-3 
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【参考データ】 有害大気汚染物質モニタリング調査結果 
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